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第14回委員会年次会合に付属する拡大委員会

キャンベラ、オーストラリア

2007年10月16-19日

議題案
1. 開会
1.1. 第14回年次会合における拡大委員会会合の議長及び副議長の
選定
1.2. 議題の採択
1.3. オープニング・ステートメント
1.3.1. メンバー
1.3.2. 協力的非加盟国
1.3.3. その他の国及び団体 

オープニング・ステートメントは会合の公式記録に盛り込まれる。
事務局に電子ファイルを提供することが求められている。
2. CCSBT14における独立オブザーバーの参加
会合には非政府団体からの独立オブザーバーが3名会合に出席する。
3. CCSBTに関する機密事項の取り扱い
日本からの要請。
4. 事務局からの報告
事務局長は、前年の事務局の活動について報告書を提出する。
5. 財政と運営
5.1. 財政運営委員会からの報告

5.2. 財政問題の討議とCCSBT予算の採択
財政運営委員会は、2007年修正予算案及び2008年予算案と2009年提示予算案を検討するために召集・設置される。委員会は、拡大委員会が承認するための予算案を勧告する。
6. みなみまぐろ漁業のレビュー

6.1. メンバーの報告

6.2. 非加盟国の報告
拡大委員会の合意に基づき、各メンバーは全てのSBT死亡情報を含む、前漁期のSBT漁業活動の報告を行う。
7. 遵守

7.1. 遵守委員会からの報告
7.2. 統合的な監視、管理及び取締りの制度
7.2.1. 漁獲証明書スキーム
7.2.2. 漁船監視システム
7.2.3. 転載規制
7.2.4. 独立オブザーバー・プログラム
7.2.5. 入港国措置
7.2.6. CCSBT13のその他MCS措置
7.2.7. SBT蓄養のための遵守措置
遵守委員会議長により、2007年4月15-18日に行われたCCWG及び2007年10月14-15日に行われたCC2の報告書が提出される。
8. 拡大科学委員会からの報告
拡大科学委員会議長は、2007年9月の拡大科学委員会の報告書を提出する。報告書は、SBT資源の現状に対しての管理勧告を含み、拡大委員会による議題項目13の審議で取り扱われる。
9. オーストラリアのSBT蓄養に関する調査
9.1. 2006年結果の精査
9.2. オーストラリアのSBT蓄養に関する調査についての討議
日本からの要請。 

10. まぐろ類RFMO合同会合からの報告
2007年1月神戸において開催された第1回まぐろ類RFMO合同会合を主催、議長を務め、また2007年7月アメリカにおいて開催された作業部会の議長を務めた日本が報告を行う。
11. CCSBTのパフォーマンス・レビュー
事務局は簡単な状況報告を行う。
12. 生態学的関連種作業部会からの報告
2007年7月に行われた生態学的関連種作業部会の報告書は、今次会合で検討される。報告書は議長を務めた日本によって提出される。
13. 総漁獲可能量(TAC)及びその配分
条約は、委員会がTAC並びにメンバー及び協力的非加盟国に対する国別割当量を設定することを定めている。資源状況に関する拡大科学委員会の助言が拡大委員会に与えられる。
14. 科学調査計画

14.1. インドネシアの漁獲監視

14.2. 航空調査

14.3. CCSBT標識放流計画

14.4. SRPに関する2007年SAG/SCによるレビューの成果

14.5. その他の調査計画
SRPのレビューがESCによって2007年に実施された。前回のレビューは2003年。ESCの独立議長が、拡大委員会の検討のために、委員会の勧告を口頭で発表する。
15. 協力的非加盟国
15.1. フィリピン
15.2. EU
15.3. 南アフリカ
協力的非加盟国の位置づけに関する決議に照らし、協力的非加盟国の過去1年間の状況をレビューし、その位置づけの継続について検討する。事務局の報告書はこの議題の議論の補助に役立てられる。
16. 非加盟国との関係
16.1. インドネシア
16.2. その他
16.3. 行動計画
事務局は簡単な状況報告を行う。行動計画は掲載されているいずれの国にも有効となっていない。 
17. 他の機関との活動
17.1. CCAMLRとの関係

17.2. その他
事務局長は他機関との前年の交流活動状況及び2008年の活動案について報告する。
18.    調査死亡量枠
この議題においてメンバーは2007年の各国の研究活動に必要なRMAの承認を要求する。
19.  2008年の作業計画
事務局は他のCCSBTの会合結果を踏まえた2008年作業計画及び予定表、開催予定地を提案する。作業計画はCCSBT14において拡大委員会の決定を踏まえ調整される。
20. その他の事項
その他の事項は本項目の下で議論される。
21. 閉会
21.1. CCSBT 15の議長及び副議長の選定        

21.2. 委員会文書の機密性
21.3. 会合報告書の採択
21.4. 閉会
拡大委員会は第14回年次会合に関する文書の利用可能性の制限について正式に合意しなければならない。利用可能性の制限について合意しない限り、拡大委員会として継続している決定は全ての文書がパブリックドメインに置かれるということである。
2008年の会合を主催するのはニュージーランドの順番になると理解されている。
SAG、拡大科学委員会及び拡大委員会の日程については本項目の下決定される。
